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（1） 令和5年1月1日発行

10 月 7 日（金）、博多市民センターにて
第 17回博多区高齢者カラオケ大会を開催し
ました。
3年ぶりの開催となったカラオケ大会です
が、出演した 27組はコロナ禍を吹き飛ばす
くらいの力強い歌声を会場に響かせていまし
た。応援に駆けつけた方も、その歌声に応え
るかのように拍手に熱がこもっていました。

ペンライトで仲間を後押しペンライトで仲間を後押し

受賞者の皆さん受賞者の皆さん
おめでとうございます！おめでとうございます！

最高齢者賞最高齢者賞★ ★★ ★ ★★

足立  秋枝さん足立  秋枝さん
【住吉校区】【住吉校区】

9090歳歳

松重  勇さん松重  勇さん
【奈良屋地区】【奈良屋地区】

8484歳歳

賞 校区・地区 氏　名
最優秀歌唱賞 東吉塚 安武 　浩二

優秀歌唱賞
冷　泉 桐谷 きのみ
三　筑 松岡 　　茂
那珂南 中原 　英治

奨励賞
美野島 柴崎 　榮子
吉　塚 田㟢 　正文
美野島 古屋 　征範

大会結果大会結果
（敬称略）（敬称略）

　私は、東吉塚公民館のなかよしの会に入
会して、約６年です。月２回の教室は待ち
遠しいくらい楽しいです。亡き両親も歌が
大好きで、この曲も両親に教わりました。

最優秀賞最優秀賞
歌唱賞歌唱賞

「大利根月夜」
安武 浩二さん
（東吉塚校区）

松岡  茂さん松岡  茂さん
【三筑校区】【三筑校区】

桐谷  きのみさん桐谷  きのみさん
【冷泉地区】【冷泉地区】

中原  英治さん中原  英治さん
【那珂南校区】【那珂南校区】

優秀歌唱賞優秀歌唱賞

美声響かせ会場を魅了美声響かせ会場を魅了
第 17 回博多区高齢者カラオケ大会



令和5年1月1日令和5年1月1日 第67号（2）第67号（2）

健
康
を
最
優
先
に

健
康
を
最
優
先
に

ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
で
活
動
再
開

ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
で
活
動
再
開

馬
場
　
哲
久

博
多
区
長

　
新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
博
高
連
」
会
員
の
皆
様

に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
日
頃
か
ら
会
員
相
互
の

親
睦
と
交
流
を
深
め
ら
れ
、

健
康
づ
く
り
や
社
会
奉
仕

活
動
な
ど
、
地
域
を
豊
か
に

す
る
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
こ

と
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま

す
。

　
昨
年
は
、
５
月
に
博
多
区

役
所
と
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
が
一
体
と
な
っ
た
新
庁

舎
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

区
民
の
皆
様
か
ら
親
し
ま

れ
、
快
適
で
利
用
し
や
す
い

区
役
所
と
な
る
よ
う
、
日
々

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
を

行
い
な
が
ら
で
す
が
、
３
年

ぶ
り
に
「
博
多
ど
ん
た
く
港

ま
つ
り
」
や
「
博
多
祇
園
山

笠
」
が
開
催
さ
れ
、秋
に
は
、

博
多
の
夜
を
彩
る
「
博
多
旧

市
街
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
ウ
ォ

ー
ク
千
年
煌
夜
」
も
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
、
街
の
賑
わ

い
が
徐
々
に
戻
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
３
月
に
地
下
鉄

七
隈
線
が
天
神
南
駅
か
ら

博
多
駅
ま
で
延
伸
開
業
す

る
予
定
で
す
。
新
駅
は
「
櫛

田
神
社
前
駅
」
と
命
名
さ
れ

ま
し
た
。
櫛
田
神
社
は
博
多

祇
園
山
笠
が
毎
年
奉
納
さ

れ
、「
お
櫛
田
さ
ん
」
の
愛

称
で
親
し
ま
れ
る
博
多
の

総
鎮
守
で
す
。
地
下
鉄
の
延

伸
は
福
岡
・
博
多
の
街
を
よ

り
結
び
つ
け
、
新
た
な
人
の

流
れ
を
生
み
出
し
、
歴
史
と

文
化
の
ま
ち
博
多
の
活
力

と
魅
力
を
さ
ら
に
向
上
さ

せ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
７
月
に
は
、
２
０
０
１
年

に
ア
ジ
ア
で
初
め
て
本
市

で
開
催
さ
れ
た
世
界
水
泳

選
手
権
が
22
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
博
多
区
に
あ

る
マ
リ
ン
メ
ッ
セ
や
県
立

総
合
プ
ー
ル
が
主
会
場
と

な
る
世
界
水
泳
選
手
権
は
、

き
っ
と
福
岡
の
街
を
一
層

活
気
づ
け
て
く
れ
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。
一
緒

に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
は
、
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ

ナ
の
段
階
と
な
り
、
皆
様
方

の
老
人
ク
ラ
ブ
に
つ
き
ま

し
て
も
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や

基
本
的
な
感
染
対
策
を
行

い
つ
つ
、
活
動
が
実
施
で
き

る
状
況
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
今
後
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
の
さ
ら
な
る
活
性
化

が
図
ら
れ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
が
会
員
の
皆
様
に

と
っ
て
明
る
く
良
い
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。



令和5年1月1日令和5年1月1日（3）第67号（3）第67号

会
長
　
楢
橋
　
貞
雄

博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

仲
間
増
や
し
飛
躍
の
年
に

仲
間
増
や
し
飛
躍
の
年
に

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
博
高
連
会
員
の
皆
様
に
は
、

お
健
や
か
な
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ

ま
す
。

　
今
年
は
卯
年（
う
さ
ぎ
）で

す
。「
卯
」
と
い
う
字
は
左
右

に
開
か
れ
た
門
の
形
か
ら
で

き
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
閉
じ

て
い
た
門
が
開
き
「
飛
び
出

す
」
の
意
味
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
う
さ

ぎ
の
跳
ね
る
姿
か
ら
卯
年
は

「
飛
躍
す
る
年
」
と
言
わ
れ
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
り
、

日
本
社
会
経
済
や
博
高
連
が

飛
躍
す
る
年
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
念
願
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
、
博
高
連
は
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
も
、
で
き
う
る
限

り
の
対
策
を
講
じ
て
事
業
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
3

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
演

芸
大
会
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で

は
、
出
演
者
の
熱
演
に
対
し

観
客
席
か
ら
盛
大
な
拍
手
が

起
き
る
な
ど
、
会
場
全
体
が

熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
や

ペ
タ
ン
ク
大
会
、
ソ
フ
ト
ダ
ー

ツ
大
会
な
ど
も
多
く
の
会
員

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
令
和
5
年
は
、
コ
ロ
ナ

終
息
を
見
据
え
て
、
各
事
業

の
更
な
る
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
大
き
な
課

題
で
あ
る
会
員
増
強
に
つ
き

ま
し
て
は
、
年
度
当
初
に
1

ク
ラ
ブ
新
設
で
き
た
も
の
の
、

年
度
途
中
に
2
ク
ラ
ブ
解
散

す
る
等
、
改
善
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

総
務
省
に
よ
り
ま
す
と
、

令
和
4
年
の
65
歳
以
上
の
高

齢
者
は
３
６
２
７
万
人
、
75

歳
以
上
の
方
は
１
９
３
７
万

人
と
な
り
、
毎
年
高
齢
者
人

口
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
に

も
関
わ
ら
ず
全
国
的
に
老
人

ク
ラ
ブ
数
、
会
員
数
は
減
少

し
て
お
り
、
博
多
区
に
お
い

て
も
ピ
ー
ク
の
平
成
3
～
6

年
の
１
８
２
ク
ラ
ブ
、
会
員

数
１
万
５
７
７
人
か
ら
、
昨

年
は
98
ク
ラ
ブ
、
会
員
数

３
７
６
５
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
定
年
延
長
等
で

65
歳
以
上
の
就
労
人
口
が

増
え
る
な
ど
、
生
活
・
社
会

環
境
の
変
化
に
よ
り
、
老
人

ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
活
動
に
取
り
組
み
に
く
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
要
因
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
一
方
で

は
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
り
た

く
て
も
ど
こ
に
あ
る
か
分
か

ら
な
い
、
ク
ラ
ブ
の
活
動
が

見
え
な
い
、
と
い
う
声
を
聴

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

地
域
を
基
盤
と
す
る
単
位
ク

ラ
ブ
の
事
業
や
地
域
活
動
を

通
じ
て
、
多
く
の
方
に
声
を

か
け
老
人
ク
ラ
ブ
の
良
さ
や

楽
し
さ
、
面
白
さ
を
Ｐ
Ｒ
し

て
く
だ
さ
い
。
民
生
委
員
や

町
内
会
、
自
治
協
議
会
と
協

力
し
て
老
人
ク
ラ
ブ
に
興
味

を
持
っ
て
い
る
人
を
探
し
勧

誘
し
て
く
だ
さ
い
。
身
近
な

人
の
確
か
な
言
葉
は
心
に
響

き
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の

方
に
入
会
し
て
い
た
だ
き
ク

ラ
ブ
を
活
性
化
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ク
ラ
ブ
解
散
の
最

大
の
原
因
は
、
後
継
者
が
い

な
い
こ
と
で
す
。
常
日
頃
か

ら
役
員
等
後
継
者
育
成
を
意

識
し
て
い
た
だ
き
、
会
長
の

業
務
・
役
職
を
他
の
役
員
と

分
散
し
て
業
務
軽
減
を
図
る

と
同
時
に
、
女
性
や
若
手
を

積
極
的
に
役
員
へ
登
用
し
て

い
た
だ
く
等
、
人
材
育
成
と

ク
ラ
ブ
の
継
続
に
努
め
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
の
終
息

を
念
願
す
る
と
と
も
に
、
本

年
が
会
員
の
皆
様
、
ご
家
族

の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多

き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。



令和5年1月1日令和5年1月1日 第67号（4）第67号（4）

【優秀賞】手話ダンスYOU＆I北野板付教室（板付）「明日があるさ」【優秀賞】手話ダンスYOU＆I北野板付教室（板付）「明日があるさ」【優秀賞】 那珂南老人クラブ連合会（那珂南）【優秀賞】 那珂南老人クラブ連合会（那珂南）
「勘太郎月夜唄」「勘太郎月夜唄」

華
や
か
な
舞
に
感
動

南
山
会（
東
月
隈
）が
最
優
秀
賞

第
47
回 

博
多
区
高
齢
者
演
芸
大
会

　
7
月
22
日
（
金
）、
博
多
市

民
セ
ン
タ
ー
に
て
、
第
47
回
博

多
区
高
齢
者
演
芸
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
3
年
ぶ
り
の
演
芸
大
会
に

は
、
18
組
（
う
ち
3
組
特
別
出

演
）
93
名
が
出
演
し
、
日
舞
や

手
話
ダ
ン
ス
、
合
唱
や
寸
劇
な

ど
様
々
な
演
目
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
審
査
は
「
演
技
力
・
熱
演

力
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
の
３
項

目
の
総
合
得
点
で
順
位
が
決
め

ら
れ
、
華
や
か
な
日
舞
で
多
く

の
感
動
を
与
え
た
南
山
会
（
東

月
隈
）
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま

し
た
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
練
習
を
行

う
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
中
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た

だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。
次
回

も
演
技
に
磨
き
を
か
け
、
上
位

入
賞
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

民舞教室（長生園）「舞春秋」民舞教室（長生園）「舞春秋」

那珂南老人クラブ那珂南老人クラブ
ボランティアグループボランティアグループ

（那珂南）（那珂南）
「ボランティアの一日」「ボランティアの一日」

フラダンス教室フラダンス教室
（長生園）「プアカーネーション」（長生園）「プアカーネーション」

【優秀賞】 千代翠会（千代）「男の拳」【優秀賞】 千代翠会（千代）「男の拳」

南山会（東月隈）南山会（東月隈）
「「二人道二人道」」

　2 人はともに 80 歳を超
え、足腰の痛みに耐えなが
ら 2人で連舞を踊ります。
　所詮、道ずれ男と女、回
り舞台さ人生は。愛が絆の
二人道。

最優秀賞

演技賞

手話ダンス教室（長生園）「糸」手話ダンス教室（長生園）「糸」 熱演賞

特別賞チームワーク賞

優秀賞
（3組）



令和5年1月1日令和5年1月1日（5）第67号（5）第67号

　

9
月
21
日
（
水
）、
晴
天
の

も
と
山
王
公
園
に
て
博
多
区
高

齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
１
５
７
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
競
技
は
赤
、
青
、
黄
チ
ー
ム

に
分
か
れ
、
2
コ
ー
ス
16
ホ
ー

ル
を
元
気
に
プ
レ
ー
。
芝
生
の

コ
ー
ト
で
は
、
芝
に
よ
り
ボ
ー

ル
が
砂
地
の
時
の
よ
う
に
転
が

晴天のもと
� 好プレー続出

博多区高齢者
グラウンド・ゴルフ大会

戦略生かし春住B優勝博多区高齢者ペタンク大会

順　位 氏　名 校区・地区 総打数
優　勝 馬越 　一男 三　筑 31
準優勝 岡田 ゆみ子 那珂南 37
第 3 位 村上 　久幸 三　筑 37
第 4 位 藤田 　裕文 三　筑 38
第 5 位 田中 　武一 東月隈 39
第 6 位 日下部 浩二 那　珂 40
第 7 位 中原 富久男 東月隈 40
第 8 位 吉野 文三郎 弥　生 40
第 9 位 武藤　 通子 三　筑 40
第10位 谷 　　佳憲 千　代 40

《大会結果》 （敬称略）（敬称略）

松尾　敬一松尾　敬一さんさん
（東月隈校区）（東月隈校区）

9191歳歳

　健康の秘訣は、週３回グ
ラウンド・ゴルフの練習等
で身体を動かし、新聞を読
んだり、人と話をし常に頭
を使うことです。

福元美恵子福元美恵子さんさん
（弥生校区）（弥生校区）

8888歳歳

　毎朝ラジオ体操をし規則
正しい生活を送っていま
す。趣味は13年以上続け
る習字で、校区の文化祭に
も作品を出品しています。

《最高齢者賞》

ら
ず
、
力
加
減
に
苦
労
し
な
が

ら
も
ベ
ス
ト
ス
コ
ア
を
目
指
し

最
後
ま
で
一
打
に
集
中
し
ま
し

た
。
あ
る
組
で
は
、
シ
ョ
ー
ト

コ
ー
ス
で
3
人
連
続
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
を
出
す
場
面
も
あ
り

「
す
ご
い
、
や
っ
た
ね
！
」
と

歓
声
が
響
き
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

やったね！ホールインワンやったね！ホールインワン

仲間と
楽しくGG！

楢橋会長（中央）も競技に参加

練習の成果を存分に発揮練習の成果を存分に発揮

　
11
月
2
日
（
水
）、
博
多
区
高
齢
者
ペ
タ
ン

ク
大
会
を
山
王
公
園
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
24
チ
ー
ム
75
名
は
、
相
手
の
動
き

や
地
形
を
読
み
な
が
ら
戦
略
を
立
て
、
一
投

ご
と
に
集
中
力
を
発
揮
。
各
コ
ー
ト
で
接
戦

が
続
く
な
か
春
住
Ｂ
が
見
事
優
勝
に
輝
き
ま

し
た
。

　
ペ
タ
ン
ク
の
魅
力
は
、
誰
で
も
気
軽
に
参

加
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
チ
ー
ム
で
戦
略
を

考
え
な
が
ら
、
一
投
で
逆
転
も
狙
え
る
先
が

読
め
な
い
ゲ
ー
ム
展
開
で
す
。
ま
だ
体
験
し

た
こ
と
が
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
次
回
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

小澤　直道さん小澤　直道さん
（板付校区）（板付校区）

9090歳歳
横山ヨネ子さん横山ヨネ子さん
（春住校区）（春住校区）

8686歳歳

《最高齢者賞》

《総合順位》
順　位 チーム名 校区・地区
優　勝 春住B 春　住
準優勝 麦野B 板　付
第 3位 吉塚B 吉　塚

一投に気合い込めて一投に気合い込めて

全身を使って勢いよく全身を使って勢いよく

狙い定めて狙い定めて
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東
月
隈
校
区
は
１
９
７
５
年
、

月
隈
校
区
か
ら
分
離
さ
れ
た
比
較

的
新
し
い
校
区
で
す
。
そ
の
た
め

古
い
町
並
み
や
神
社
仏
閣
が
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
空
港
ま
で
10
分

弱
と
交
通
の
便
は
非
常
に
い
い
所

で
住
み
や
す
い
た
め
か
、
人
の
移

り
変
わ
り
が
少
な
く
高
齢
化
率
が

非
常
に
高
い
地
域
で
す
。

　
校
区
内
に
は
７
単
位
の
老
人
ク

ラ
ブ
が
あ
り
、
会
員
数
３
６
８
名

が
日
々
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
こ

の
秋
に
は
、い
き
い
き
事
業
と
し
て
、

９
月
に
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
」10
月
に「
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会
」

11
月
に
は「
歩
こ
う
会
」を
実
施
し
、

校
区
内
で
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま

す
。
単
位
ク
ラ
ブ
の
主
な
活
動
は
、

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
公
園
の
美
化

活
動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
新
福
寿
会
は
、

福
岡
市
が
提
唱
し
て
い
る
「
一
人

一
花
運
動
」
を
新
町
花
づ
く
り
会

と
称
し
、
集
会
所
周
辺
の
花
壇
に

た
く
さ
ん
の
花
を
植
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
浦
田
南
山
会
は
ア
ル
ミ
缶

を
集
め
、
活
動
資
金
と
し
て
活
用

し
て
い
ま
す
。
し
も
だ
ん
常
磐
会

も
13
の
サ
ー
ク
ル
の
他
に
、
４
年

前
か
ら
プ
ル
ト
ッ
プ
や
古
切
手
、

ベ
ル
マ
ー
ク
の
収
集
を
行
っ
て
い

ま
す
。
プ
ル
ト
ッ
プ
は
８
０
０
㌔

で
車
い
す
１
台
と
交
換
で
き
、
古

切
手
は
１
㌔
あ
れ
ば
発
展
途
上
国

の
子
ど
も
た
ち
に
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ベ
ル
マ
ー
ク
は
校
区
の
小
学
校
の

教
材
費
用
の
補
助
と
し
て
活
用
さ

れ
ま
す
。

　
わ
れ
わ
れ
が
で
き
る
活
動
は
小

さ
い
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
継
続

し
て
行
い
、
コ
ツ
コ
ツ
と
地
域
の

た
め
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

長年行っているプル
トップや古切手収集

連 合 会連 合 会

校校 区区東東 月月 隈隈

東
月
隈
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長　

中
原　

富
久
男

小
さ
な
社
会
貢
献

小
さ
な
社
会
貢
献

新町花づくり会による花壇新町花づくり会による花壇

　
8
月
3
日
（
水
）、
博
多
市
民
セ

ン
タ
ー
に
て
「
博
高
連
」
地
域
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
を
開
催
し
、
各
単
位

ク
ラ
ブ
の
会
長
と
会
員
１
９
６
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
会
で
は
「
な
ぜ
今
渋

沢
栄
一
な
の
か
」
と
題
し
、
人
物

歴
史
講
座
講
師
の
今
長
谷
照
子
氏

よ
り
渋
沢
栄
一
の
半
生
や
考
え
方

に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
初
期
に
か

け
て
活
躍
し
た
実
業
家
の
渋
沢
栄

一
は
、
設
立
や
運
営
な
ど
、
生
涯
に

渋沢栄一の半生に学ぶ
「博高連」地域リーダー研修会

関
わ
っ
た
企
業
は
約
５
０
０
社
を

数
え
る
と
言
わ
れ「
日
本
資
本
主
義

の
父
」と
評
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
人

物
で
す
。新
一
万
円
札
の
顔
と
な
り
、

大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
に
も
な
っ

た
渋
沢
栄
一
が
改
め
て
注
目
さ
れ

今
の
時
代
に
求
め
ら
れ
て
い
る
理

由
や
、
半
生
に
皆
さ
ん
大
い
に
刺

激
を
受
け
た
よ
う
で
、
最
後
ま
で

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

注目の人物の内容に興味津々

（講師）（講師）
今長谷照子氏今長谷照子氏

　渋沢栄一といえば、約 500 もの会社を立
ち上げた実業家としての功績があります。
いずれも各業界で大きな存在感のある会社
ばかりで、あらゆる分野に渋沢栄一が関
わっていたことが分かります。特に金融・
投資関連では、近代日本を支え
た銀行や各種保険会社、株式取
引所なども見られます。
　また、誰もが幸せになるため
の理念を持ち、600 以上の学校
や病院の設立にも関わりました。

渋沢栄一の功績
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ঁੑ෦
༑Ѫの
ঁੑ෦
༑ѪのΘ

奈良屋地区老人クラブ連合会
� 女性部長　五十嵐　トシ子

コロナ禍も
前向きに活動

　私は、奈良屋地区老人クラブ連合会の女性部に
令和３年に入会しました。初めてのことで何も分
からないまま A ブロックの代表になりましたが、
コロナの影響で行事は延期や中止が続き、私とし
ましてはかえって幸いでした。
　コロナの感染者も徐々に減少していき、そのお
かげで行事ができるようになり、友愛訪問もいつ
できるかと心待ちにしていました。しかし、現実
は博多さくら園や、ウィズランド博多の職員の
方々に雑巾を渡すことしかできませんでした。
　今年は、博多さくら園に地区の老人クラブ会員
の方からいただいたタオルを持っていきました。
その中で「洗濯物たたみ」の作業にボランティア
として参加できることを教えていただきました。
すぐに女性部の皆さんに連絡し、以前から活動し
ているグループの方に教えていただきながら、名
前が付いたカゴに入れるお手伝いをすることがで
きました。
　また、ウィズランド博多の皆さんにもタオルを
届け、先生の指導のもと利用者の方々と一緒に
ハロウィンの折り紙を作りました。皆さん上手
で、私たちも
一緒に作業し
ていて、とて
も楽しかった
です。

わが町歴史散歩第13回

博多にまつわる歴史をご紹介します

住吉校区老人クラブ連合会
会長　藤井　しつ江

　

住
吉
神
社
の
参
道
を
進
む
と
、

国
指
定
重
要
文
化
財
の
本
殿
（
官

幣
神
社
）
が
あ
り
、
全
国
に

2
1
2
9
社
あ
る
住
吉
神
社
の
最

筑
前
の
国
一
之
宮

筑
前
の
国
一
之
宮  

住
吉
神
社

住
吉
神
社

初
の
神
社
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
左
側
に
は
、
福
岡
市
指
定
有
形

文
化
財
の
能
楽

殿
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
古
代
力

士
像
が
鎮
座
し

て
お
り
、
な
か

な
か
の
迫
力
で

す
。
手
で
さ
わ

る
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
ア
ッ
プ
す

る
よ
う
な
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
稲
荷
神
社
の
の
ぞ
き
稲

荷
も
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
小
さ
な
鳥
居
か
ら
中
を

覗
き
込
む
と
、
鏡

に
自
分
の
顔
が

映
り
、
そ
こ
で

願
い
事
を
唱
え

る
と
叶
う
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
1
時

間
く
ら
い
歩
き

回
り
ま
し
た
が
、

住
吉
神
社
に
は

ま
だ
ま
だ
い
ろ

い
ろ
と
見
所
が
あ
り
ま
す
。
忙
し

さ
に
ま
か
せ
て
燈
台
下
暗
し
の
自

分
を
反
省
し
ま
し
た
。

住吉神社（西門）住吉神社（西門）

国指定重要文化財の本殿国指定重要文化財の本殿
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会 員 の声 「私の健康法」「私の健康法」テーマ

　私の日常生活は皆さんと多々変わりません。しかし、
１カ月に考えてみますと次の健康法を行っています。

　１．プールに週２回行き１時間ほど歩いています。
　２．ステップ教室に行き、週１回 30分動いています。
　３．�なつメロの会に参加しています（第２・

４土曜日 10 時～ 12 時）。仲間と楽
しくなつメロを歌いストレスを発散さ
せています。

　以前、脳血栓で倒れましたが、こうした運動のおかげ
で体力がついたため、週２回のリハビリもきつくありま
せん。

東吉塚校区　東吉塚なかよしの会　伊藤　康代

健康に心がけていたおかげ

　私の健康法は、健康のためにとにかく身体を動かすこ
とです。朝はラジオ体操、昼はグラウンド・ゴルフや卓
球等のサークル活動に参加し、週３回はスポーツジムで
軽い運動をしています。1日 10,000 歩のウォーキング
が日課で、また日中はテレビを見ず、間食もしない、こ
れが私の健康法です。
　動けるときには動く。いずれは動け
なくなるので、今後の健康寿命を延ば
すためにも、こうした運動を心がけて
います。

東月隈校区　第三常磐会　中原　富久男

動けるときに動く

　私は、朝起きたら 30分くらい体操をするのが日課であ
る。ラジオ体操と組み合わせて、20種類くらいの体操を
している。順番は適当でよい。毎日やっていたら自然と
順番は決まる。
　続けて頭の体操として少々難度の高い問題のナンプレ
（数独）を欠かさずに毎日している。これが一番面白い。
何をするにも面白くなければ長続きしない。

板付校区　麦三睦会　山口　茂

体の健康、頭の健康

　昭和 11年３月 25日生まれで現在 87歳です。
　健康法としては、1日の始まりは毎朝の見守り隊と毎
週水曜日のグラウンド・ゴルフの活動に参加することで
す。また、金曜日はパークゴルフにも参加して身体を鍛
えています。
　趣味としては、陶芸や盆栽等をたしなんでおり、食事
は 1日３食きっちりとることによって、健康の維持に努
めています。

那珂校区　清道会　明永　貢

地域活動も趣味も意欲的に

〝原稿募集中〟会 員 の声

【締切日】令和5年5月31日（水） 博多区老人クラブ連合会
☎（092）419 ー 1085　FAX（092）441 ー 1455

〒812-8512 博多区博多駅前2丁目8-1　博多区役所4F
送付先

「私の健康法」「私の健康法」次回のテーマ次回のテーマ

　次回のテーマは引き続き「私の健康法」です。皆さん
が健康維持のため、気をつけている食事や運動、長続き
する秘訣などがありましたら、ぜひ教えてください！
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　高齢者を狙った還付金詐欺が
急増しています。以下の手口を
覚え、未然防止に努めましょう。ニセ電話詐欺に注意 !!ニセ電話詐欺に注意 !!

電話でお金はすべて詐欺！すぐに相談、110番！
博多警察署 092-412-0110

博多警察署
お知らせ

オレオレ詐欺 サポート詐欺還付金詐欺
親族等を装って、示談金等を
名目に金銭をだまし取る。

還付等に必要な手続きを装って、
ATMを操作させ、口座に送金させる。

パソコン等の画面に「ウイルスに
感染した」とのニセの警告を表示
させ、対策ソフトやサポート費用
を電子マネーで支払わせる。

・ 通帳やキャッシュ
カードを渡さない！

・ 他人に暗証番号を教
えない！

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
ま
す
。

至
急
、
こ
の
電
話
番
号
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

◯
◯
◯
‐
◯
◯
◯
◯
‐
◯
◯
◯
◯

市役所の職員です。保険料
の還付があります。今日中
に手続きが必要。言う通り
にATMを操作してください。

お母さん。
会社のお金で株に失敗し
た。このことは誰にも言わ
ないで。◯◯万円用意して。

　最新の自動車には、衝突被害軽減ブレーキ等の先
進安全技術が搭載されています。あなたの運転を機
械がサポート！
　詳しくは、自動車販売店にお問い合わせください。

　ご家族等と相談して、運転免許の自主返納につい
ても検討しましょう。

TEL 092-412-0110

詳細は、博多警察署交通第一課交通総務係まで
お問い合わせください

サポカーへの乗り換え

運転に不安を感じたら

補償運転補償運転などでなどで交通事故交通事故をを防止防止しましょうしましょう
　令和 4 年は、博多警察署管内で高齢者の運転による交通事故が増加しました（9 月末：前年比 + 約 25％）。
交通事故に遭わない、起こさないためにも、車を運転する際は下記の補償運転などを参考に安全な運転をお願
いします。

【補償運転って何？】
運転する時に、危険を避けるため

以上のような運転方法をとることです

①運転する時間や場所を選ぶ
②自己の運転能力を発揮できるよう心身や環境を整える
③加齢に伴う運転技能の低下を補う

【具体的には？】
①夜や雨の日は運転をしない
②運転をするのは近所だけ
③速度を出さない
等です。

これなら
簡単！
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希望者は、福岡市社会福祉協議会博多区社協事務所に
お問い合わせください お問合わせ先 ☎ 092-436-3651

　かかりつけの病院、緊急連絡先等の情報が書かれた紙「安心カード」を筒状の専用容器
（キット）に入れて冷蔵庫に保管し、緊急時に「安心カード」の情報を元に迅速な対応を行う
ことができます。
　配布の対象は一人暮らしの高齢者や障がいのある方など、地域で見守りが必要な方です。

安心情報キット

　外出時での事故や急病になった場合に備えて、名前・住所・電話番号・緊急連絡先・かかり
つけ病院等の情報をあらかじめ記載しておくものです。このカードを携帯しておくことで
万が一の場合、駆けつけた救急隊や警察が緊急連絡先を把握することができ迅速な連絡が
期待できます。
　カードは市内の高齢者、障がい者、持病のある方など、希望者にはどなたでも提供いたします。

緊急時連絡カード

救急隊員等にキットがあることを知
らせるために、キットの中に入ってい
るマグネットを《冷蔵庫の扉》と《玄関
の内側》に貼っておきます。

緊急時連絡カード

安心情報キット

一人暮らしの高齢者や障がいのある方など、地域で見守りが
必要な方は、ぜひご活用ください。

もしもの時の〝命づな〟
「安心情報キット」
「緊急時連絡カード」

《お問合せ先》博多区地域保健福祉課　TEL：092-419-1100

　フレイルとは、病気や老化に
よって心身の活力が低下して、
要介護になりやすい状態のこと
です。早めに気づいて適切な対
策をとれば、健康な状態に戻る
ことができます！
　今回は食生活とお口の健康に
ついてポイントをお伝えします。

フレイル予防ガイド
毎日を

元気に過ごす
ポイント
〜第2弾〜

お口の機能を維持しましょう
　食べる、話す、表情をつくるなどのお口の働きは、全身の健康や生きがいに深く関わってい
ます。フレイルを予防するためには、お口の健康に心がけ、食べる力、話す力を維持すること
がとても重要です。以下はお口の体操の一例です。食前や空き時間に5〜10回行いましょう。

歯科健診を受けましょう

歯を失う最大の原因は、歯周病です。
　磨き残しなどで歯と歯茎の間に溜まった「歯垢」
に潜んでいる歯周病菌によって、歯茎が炎症を起
こし、歯が抜けてしまいます。歯を失うほど、認
知症になりやすいことがわかっています。
　大切な歯を失わないために、かかりつけ歯科
医で定期的な歯科健診を受けることが大切です。

食生活のポイント ※�食事について医師の指示がある方は、
指示を守りましょう。

出典：日本歯科衛生士会「マスクをしたままでできるお口の体操」より一部抜粋
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短短
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風
に
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し
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た
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を
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む
を
よ
む

　
　
サ
ン
マ
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べ
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ン
マ
の
骨
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は
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東
住
吉
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区
　
青
木
　
千
枝
子
　

東
住
吉
校
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青
木
　
千
枝
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落
武
者
の
里
と
言
わ
れ
し
山
峡
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落
武
者
の
里
と
言
わ
れ
し
山
峡
は

　
　
今
を
盛
り
と
萩
お
み
な
え
し

　
　
今
を
盛
り
と
萩
お
み
な
え
し
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那
珂
校
区
　
加
藤
　
節
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那
珂
校
区
　
加
藤
　
節
子
　
　

ケ
イ
タ
イ
の
使
い
方
を
ば
間
違
え
る

ケ
イ
タ
イ
の
使
い
方
を
ば
間
違
え
る

　
　
わ
ざ
わ
ざ
来
ら
れ
教
え
て
く
れ
て

　
　
わ
ざ
わ
ざ
来
ら
れ
教
え
て
く
れ
て
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那
珂
南
校
区
　
大
塚
　
陽
子
　
　

那
珂
南
校
区
　
大
塚
　
陽
子
　
　

会員文芸会員文芸 〜多数の寄稿ありがとうございました〜

あ
と
が
き

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も

膨
大
な
感
染
者
と
死
者
を
も
た

ら
し
ま
し
た
が
、
政
府
も
経
済

の
回
復
を
試
み
コ
ロ
ナ
と
共
存

の
政
策
に
転
換
し
ま
し
た
。
博

高
連
も
コ
ロ
ナ
禍
で
も
令
和
4

年
度
の
種
々
の
行
事
を
多
数
の

会
員
の
参
加
を
得
て
遂
行
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
近
年
は
、
日
本
を
敵
視
す
る

ロ
シ
ア
・
中
国
・
北
朝
鮮
の
動

向
が
気
に
な
り
ま
す
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
例
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ
に

勝
る
不
安
な
状
況
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
戦
争
を
熟
知
す
る
高
齢

者
の
知
恵
が
必
要
と
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
も
広
報
部
会
は
博

高
連
会
員
の
健
康
と
生
き
が
い

づ
く
り
に
紙
面
を
通
し
て
お
伝

え
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

広
報
部
会　
古
屋　
征
範

ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た

�

皆
様
方
へ

　
こ
の
た
び
は
「
博
高
連
だ
よ

り
」
の
発
行
に
あ
た
り
ま
し
て

広
告
の
掲
載
を
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で
幸

せ
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
願

っ
て
発
行
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご
厚
誼
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

�

博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

俳俳

句句

彼
岸
花
棚
田
の
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で
背
く
ら
べ

彼
岸
花
棚
田
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で
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く
ら
べ
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邉
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通
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落
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踏
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行
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通
勤
の
落
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踏
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行
く
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と
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吉
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吉
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栗
子
　
　

東
住
吉
校
区
　
熊
谷
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無
人
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と
な
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し
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よ
り
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の
声

無
人
家
と
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し
庭
よ
り
虫
の
声

��

那
珂
南
校
区
　
井
上
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重
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上
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茄
子
の
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っ
て
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に

茄
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の
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縁
側
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置
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縁
側
に
椅
子
並
べ
置
く
虫
の
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校
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山
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茂
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付
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山
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茂
　
　
　

今
し
ば
し
は
ぐ
れ
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よ
手
の
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ら
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今
し
ば
し
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ぐ
れ
蛍
よ
手
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ひ
ら
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む
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かかたたはは 熱熱 中中 人人
ねっちゅうびとねっちゅうびと

第15回 会員の皆さんが、いま熱中している会員の皆さんが、いま熱中している
趣味や活動をご紹介します。趣味や活動をご紹介します。

五・七・五って五・七・五って
すばらしいすばらしい
東吉塚校区�東吉塚なかよしの会
俳句・川柳の会　稲益　満（82）

　東吉塚俳句・川柳の会は発足して５年になりま
すが、脳の活性化のために楽しく取り組んでいま
す。月２回の会ですが、皆さん大変熱中しています。

　
中
学
1
年
生
の
時
に
友
達
か
ら
誘
わ

れ
、
勉
強
会
に
入
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

中
学
3
年
生
の
時
に
は
雅が
ご
う号
（
龍
馬
）
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
現
在
は
私
な
り
の
独
学
で
川

柳
を
作
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
左
に

掲
載
し
て
い
る
作
品
は
最
近
、
賞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

川
柳
と
の
出
会
い

若
者
よ
り
元
気
な
パ
ワ
ー
軍
団

【後列左より】安武さん、柴田さん、佐谷さん、稲益会長【後列左より】安武さん、柴田さん、佐谷さん、稲益会長
【前列左より】伊藤さん、稲益（宏）さん【前列左より】伊藤さん、稲益（宏）さん

【後列左より】�前之園さん、宮本さん、福田さん、中川さん、【後列左より】�前之園さん、宮本さん、福田さん、中川さん、
西田さん、松尾さん西田さん、松尾さん

【前列左より】内藤さん、佐谷さん【前列左より】内藤さん、佐谷さん

　
こ
こ
に
素
晴
ら
し
い
面
白
い
熱
中
人

た
ち
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
言
い
た
い
こ
と
は
も
っ
と
言
う
、
シ
ル

バ
ー
世
代
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
思
い
を
リ

ア
ル
に
伝
え
た
い
と
い
う
あ
っ
ぱ
れ
な

皆
さ
ん
で
す
。

誰
で
も
悩
み
や
愚
痴
は
あ
る

「
は
か
た
健
康
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
」

「
は
か
た
健
康
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
」

優
秀
作
品

優
秀
作
品��

博
多
区
健
康
づ
く
り

博
多
区
健
康
づ
く
り

実
行
委
員
会
会
長
賞

実
行
委
員
会
会
長
賞

　
健
康
に
長
生
き
す
る
こ
と
は
多
く
の

人
の
望
み
で
す
。
加
齢
に
伴
い
心
身
機
能

の
衰
え
に
悩
む
こ
と
も
多
い
中
、
こ
こ
に

紹
介
す
る
熱
中
人
は
、
自
分
の
人
生
を
自

分
な
り
に
楽
し
く
過
ご
し
た
い
、
川
柳
に

よ
り
何
か
を
伝
え
た
い
と
考
え
て
い
る

人
た
ち
で
す
。
普
段
の
活
動
で
は
短
冊
に

川
柳
を
書
い
て
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
年
に
２
回
発
行
さ
れ
る
「
博
高

連
だ
よ
り
」
の
会
員
文
芸
欄
を
見
る
の
を

皆
さ
ん
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

細
ぼ
そ
と

�

暮
ら
し
て
い
る
が
　
　

�

肥
満
体
　

我
が
顔
を

�

マ
ス
ク
で
隠
す
　
　
　

�

シ
ワ
と
シ
ミ
　
　

め
が
ね
ど
こ

�

し
て
る
じ
ゃ
な
い
の
　

�

デ
コ
の
上


